
　

来
年
か
ら
３
年
に
わ
た
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で

放
送
さ
れ
る
予
定
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ド
ラ

マ「
坂
の
上
の
雲
」（
原
作
／
司
馬
遼
太
郎
）。

こ
の
中
の
後
半
部
分
で
日
露
戦
争
が
描
か

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
富
山
県
民
と
日
露

戦
争
に
つ
い
て
少
し
調
べ
て
み
た
。

　

１
８
７
３（
明
治
6
）年
に
徴
兵
令
が

施
行
さ
れ
、
１
８
８
９（
明
治
22
）年
に
大

改
正
が
行
わ
れ
、
兵
役
に
た
え
な
い
も
の

を
の
ぞ
き
、
男
子
は
全
部
兵
役
に
服
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
師
団
は
、
東
京
・
仙
台
・

名
古
屋
・
大
阪
・
広
島
・
熊
本
に
近
衛
を
合

わ
せ
て
７
つ
あ
っ
た
。
富
山
県
は
、
名
古

屋
第
三
師
団
の
第
六
旅
団
に
属
し
、
翌

１
８
９
０（
明
治
23
）年
５
月
に
、
富
山
市

に
富
山
大
隊
区
司
令
部
が
設
置
さ
れ
た
。

　

１
８
９
４（
明
治
27
）年
、
朝
鮮
を
め
ぐ

っ
て
日
清
戦
争
が
勃
発
。
富
山
県
の
兵
士

た
ち
も
参
軍
し
、
１
７
０
名
の
戦
死
者
を

出
し
た
。

　

戦
後
、
軍
備
の
拡
張
が
行
わ
れ
、

１
８
９
６（
明
治
29
）年
７
月
、
金
沢
に
新

た
に
第
九
師
団
が
設
け
ら
れ
、
富
山
大
隊

区
は
こ
れ
に
所
属
し
、
富
山
連
隊
区
司
令

部
と
改
称
。

　

１
９
０
４（
明
治
37
）年
、
ロ
シ
ア
は
シ

ベ
リ
ア
か
ら
南
進
を
続
け
、
満
州
を
手
中

に
収
め
て
韓
国
を
う
か
が
う
に
至
っ
た
た

め
、
同
年
２
月
10
日
、
日
本
政
府
は
ロ
シ

ア
政
府
に
対
し
宣
戦
布
告
を
行
っ
た
。
同

年
５
月
９
日
、
第
九
師
団
に
動
員
令
が
く

だ
っ
た
。
富
山
県
の
兵
士
が
所
属
す
る
金

沢
歩
兵
第
三
五
連
隊
は
、
乃
木
希
典
将
軍

の
指
揮
下
に
入
り
、
難
攻
不
落
の
堅
城
と

し
て
知
ら
れ
た
旅
順
要
塞
の
攻
撃
に
加
わ

っ
た
。
小
説「
坂
の
上
の
雲
」に
も
描
か
れ

て
い
る
が
、
戦
争
は
壮
烈
を
き
わ
め
、
お

び
た
だ
し
い
血
が
流
れ
た
。
特
に
、
８
月

21
日
か
ら
の
盤
龍
山
砲
台
攻
撃
戦
で
は
、

３
度
目
の
突
撃
で
砲
台
占
領
に
成
功
し
た

が
１
５
７
８
名
も
の
戦
死
者
を
出
し
た
。

そ
の
後
の
一
戸
堡
塁
の
攻
撃
戦
、
盤
龍
山

東
砲
台
の
攻
撃
戦
な
ど
に
奮
戦
し
、
翌
年

１
月
２
日
つ
い
に
旅
順
開
城
。
さ
ら
に

長
駆
し
て
、
奉
天
の
大
会
戦
に
参
加
。
敵

の
背
後
に
迂
回
し
て
、
四
方
台
、
高
力
屯
、

八
家
子
に
転
戦
。
勇
猛
越
中
健
児
の
名
を

天
下
に
と
ど
ろ
か
せ
た
と
い
う
。
日
露
戦

争
で
戦
死
し
た
富
山
県
人
は
三
五
連
隊
を

主
と
し
て
２
５
０
８
名
に
お
よ
ん
だ
。

　

な
お
、
旅
順
開
城
の
号
外
に
、
富
山
市

は
歓
呼
の
声
に
わ
き
た
ち
、
西
町
の
交
差

点
に
は
凱
旋
門
が
建
て
ら
れ
、
提
灯
行

列
・
旗
行
列
に
、
万
歳
万
歳
の
声
が
町
に

あ
ふ
れ
た
と
い
う
。　

富
山
県
と

日
露
戦
争

参考文献：「わが町の歴史・富山」（坂井誠一著・文一総合出版）、Wikipedia
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